




























































































































































































































































































































































































二，『中国国民党党員守則』 民国29年 中央組織部 石版
三，『三民主義』 民国30年 中央組織部，宣伝部，石版（三冊）
四，『三民主義』 Erdenidalai訳 民国37年 中央組織部，宣伝部，活字（三冊）
五，『建国方略之一 心理建設』 民国年代 中央組織部 活字
六，『委員長新運八周告同胞書』（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
七，『中国国民党第五届中央執行委員会十中全会宣言』
（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
八，『委員長在美国報紙発表論文，建立自由平等的新世界』
（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
九，『委員長為実施国家総動員法告同胞書』（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
十，『委員長告全国軍民書』（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
十一，『委員長三十一年国慶告軍民書』（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
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31『北京地区蒙文古旧図書資料聨合目録』（初稿）1978年7月。
十二，『委員長在第三届参政会致閉幕詞』（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
十三，『委員長告全国青年書』（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
十四，『総裁就任中華民国第一任総統演講詞』 Erdenidalai訳 民国37年 中央組織部，宣伝部，
活字
十五，『新疆壯行詞』（蒙漢合璧） 民国32年 中央組織部 活字
十六，『三民主義青年団団章』 民国33年 中央組織部，三民主義青年団 活字十七，




















会 次 18 19 20 21 22 23 24 25 26
日 付 8月20日 9月3日 9月10日 9月17日 9月24日 10月1日 10月8日 10月15日 10月22日
会 場 審議室 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左
出席者 8名 9名 9名 8名 11名 10名 10名 6名 9名
列席者 3名 4名 4名 4名 3名 4名 4名 4名 5名
主 席 戴清廉 伊徳欽 戴清廉 伊徳欽 伊徳欽 戴清廉 伊徳欽 伊徳欽 杭錦壽
記 録 史秉麟 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左
再審数量 0 8種 0 0 0 6種 22種 3種 3種
審議内容 政治名詞 総理遺嘱 政治名詞 政治名詞 政治名詞 政治名詞 政治名詞 政治名詞 政治名詞
術語数量 43種 蒙訳統一 57種 65種 75種 50種 25種 61種 64種






























































































副主席 dedterigulegci A dedterguulegch
秘書処38 narinbicig-un・aar ○ narinbichig
電報科39 cakil・anmedege-yinsala・-a D tsakhilgaanmedee
档案科 ebkemeldangsa-usala・-a A danskhar,arkhiv
財務処 ed-unyabudal-un・aar ○ sankhuu
審査科 kinanbayica・aqusala・-a ○ khyananbaitsaakh
総務科 yerungkeiyabudal-unsala・-a ○ ajakhui
青年科 ala・ucud-unsala・-a A zaluuchuud
主任 erkilegci ○ erkhlegch
処長 ・aar-undaru・-a ○ gazryndarga
党員 nam-unkesigun ○ namyngishuun
海軍 dalai-yincerig ○ dalaintsereg
陸軍大学 qa・uraiam-uncerig-un ○ khuuraizamyntsereg
yekesur・a・uli ikhsurguuli
科長 sala・-a-yindaru・-a ○ khelt-sindarga
社長 qoru・-a-yindaru・-a ○
政治機関名詞
財政委員会 ed-unasa・ ○ sankhuu
衛生署 eregul-iqama・alaqubala・ad ○ eruuligkhamgaalakh
亜州司 aziy-atib-untuqaikeltes F Azi
欧美司 yibrubamiriq-atib-unkeltes E EvropAmerik
鉄道部 temuram-unur・an C tomorzam
刑事司 ereguu-yinkereg-unkeltes A eruu
騎兵監 mori-tucerig-unakiru・ci A morittsereg
歩兵監 yaba・ancerig-unakiru・ci A yavgantsereg
財政廰 ed-unasa・-untingkim ○ sankhuu
吉林省 girinmui A Jilinmuj





1（近代以前の語彙） A8 B2 ○1 合計11語
2（中国語からの訳語） C2 D1 ○25 合計28語









牢獄 gindan A gyandan
方略 ar・-abodul・-a40 B
国会 ulus-unqural C ulsynkhural
憲法 undusunqauli E undsenkhuuli
強国 cigira・ulus ○ khucirkheguls
弱国 ba・uraiulus ○ buuraiuls
奴隷 bo・ul B bool
自由 erkeciluge E erkhcholoo
傀儡 manuul41 ○ togloom（-yn）
革命党 qubis・altunam E khuvisgaltnam
宗教綢 sasin E shashin
経済用語
私産 amin-ukorungge ○ aminyomch
紙幣 ca・asuno・us ○ tsaasanmongo
貨物 edbara・-a ○ baraa,edkhogshil
現金 beleno・us ○ belenmongo
税目 ・ayili-yinuil ○ khuraamjynner
硬幣 qata・uo・us ○ metalmongo
関税 bo・umta-yin・ayili ○ gaalinmongo
変わるものではない。こうした資料と異なるものとしては，独立初期の外モンゴルで出された政治関
係の出版物がある42。これが前者と異なる理由は，そのほとんどが，ロシアで教育を受けたジャムツァ
ラーノをはじめとするブリヤートモンゴル人知識人らによって執筆されたからである。実際，上記
語彙一覧の3（モンゴル人民共和国の術語）に見られる「アジア」「ヨーロッパ」「アメリカ」「憲法」「宗教」
のモンゴル語訳はジャムツァラーノが1910年代初期に出した二冊の本43の中にも見られるものである。
1940年1月発行『蒙古語文研究専刊』（第一，二，三集合刊）に掲載された内容は，すでに見てきた
通り，党務機関名称と政治名詞，経済名詞からなる合計1273の術語であった。
しかし，これらの術語や用語の中で，内モンゴルにおいて現在なお用いられているものは，上記の
語彙比較例に見るわずか数十語にすぎなくなっている。その大量の名称や術語に，これほど大きな変
化をもたらしたおもな理由は何であったのだろうか。ここに簡単にまとめておきたい。
まず，第二次世界大戦直後，数十年にわたり分断状態にあった同一民族のモンゴル人民共和国と政
治的統一を試みながら失敗におわった内モンゴルは，その後，中，ソ両国の傘の下で同国と「社会主
義の兄弟」関係になり，その近代的文化の影響を直接受けることができるようになった。ここで言う
モンゴル人民共和国の近代的文化とは，1921年のモンゴル革命以降20数年間におけるモンゴル社会
全体の近代的変化に見られる諸分野での成果を指すものでもあった。いうまでもなく，この近代化は
おびただしい新しい語彙を生み出し，その運用により実現してきたものであった。このように，モン
ゴル人民共和国の新しい文化の影響により，内モンゴルにはその近代語彙が大量に導入されはじめた。
それにより，それまで中国側で用いられてきたモンゴル語の近代語彙の体系が根底から崩された。い
ま一つの理由としては，それまでの政権党であった国民党のイデオロギーが否定され，社会体制が大
きく変化したことが挙げられよう。
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42 フフバートル（2012），67－70頁。
43 Eldebuqa・an-ibadara・ulu・sanbicig.IkeKuriy-e.1913.
Ulus-unerkeという本はジャムツァラーノが，1912年に総理大臣になったサインノヨンハン（ナムナン
スレン）の依頼により書いた本であるが，出版年月は記されていない（フフバートル 2012，68頁）。
